
令和４年度 きらっとあさひプラン
区全域計画 振り返り

令和５年度 地域福祉保健推進会議



目指す姿：

2

福祉保健課

ジュニアボランティア

民生委員・児童委員とともに地域の福祉活
動を体験（赤い羽根共同募金・福祉施設
訪問・地域清掃など）。
若い世代のボランティア意識の醸成が図
られた。

【19地区 230人の児童が活動に参加】



目指す姿：

3

高齢・障害支援課
高齢者支援担当

認知症ケアパスガイド

認知症の早期発見・早期治療につなげる
ためのガイドを地域や関係機関と作成。
駅や医療機関、地域ケアプラザ等に配布。
分かりやすいと評判となり、自治会会議等
での配布希望が多数寄せられた。

【令和４年２月配布開始、１年間で15,000部発行】
【区老人クラブ連合会向け研修会 250名参加】



目指す姿：

4

高齢・障害支援課
障害者支援担当

障害者ネットワーク事業

旭区地域生活支援フォーラムをZoom、
旭区精神保健福祉セミナーYouTubeを活用
し開催。集合形式では参加が難しかった人に
メッセージが届けられた。

【地域生活支援フォーラム Zooｍ237人参加】【精
神保健福祉セミナー YouTube2,337回視聴】



目指す姿：

5

こども家庭支援課

子育て支援への取組

・地域で安心して子育てができるよう、妊娠期か
ら乳幼児期・思春期までの様々な悩みや不安を
受け止め、地域の子育て支援関係者等との連携
により、個々のニーズに沿った支援を進めた。
・地域子育て支援拠点ひなたぼっこサテライトが
令和５年３月に１周年を迎えた。拠点が2カ所とな
り、区全域の子育て支援が強化されている。

【子育て支援者会場 12カ所、赤ちゃん教室 １４カ所】
【地域子育て支援拠点ひなたぼっこ プレママ・プレパパ
講座（年18回）、赤ちゃんサロン（年12回）ほか】
【子育て支援連絡会 全体会2回・学習会1回】



目指す姿：

6

生活支援課

生活困窮者自立支援制度

アウトリーチパートナー養成講座と位置づけ
した合同研修を区社協と実施したほか、生
活困窮事業の説明用の４コマ漫画を活用し
たHPや啓発用付箋を作成した。

【アウトリーチパートナー研修参加者数35名】

【QRコード付啓発用付箋（20枚組）2000部作成】



目指す姿：

7

総務課

旭区ご近助マニュアル

共助をテーマにした地域向けの研修を
新たに実施。
また、消防署においても防災訓練等の機会
を活用しマニュアルの周知を行った。

【共助をテーマにした地域向けの研修：全６回87人参加】

※大きな地震が発生した直後の、となり近所の助け合
い（安否確認など）の取組をまとめたリーフレット



目指す姿：

8

区政推進課
福祉保健課

高齢・障害支援課

あさひのつながり応援補助金

地域活動の立ち上げを支援。
身近な地域でのつながりづくりの取組みが
生まれた。

【８団体に交付】
公園での軽運動、地域食堂、住み開きカフェ、
自治会館等でのサロンの開催を通した住民

のつながりづくり等



目指す姿：

9

福祉保健課

民生委員・児童委員の相談支援により、地
域での見守りや支えあいの取り組みを進
めました。

民生委員・児童委員による
相談支援

【令和４年度相談実績】
年間 ５，０００件以上



目指す姿： 福祉保健課

健康チェック・
おにぎりあさひくん人形劇

生活習慣病予防の普及啓発を推進するため、各
団体が活動。
保健活動推進員による働き・子育て世代などの
区民を対象に「身体を知ろう！ 健康チェック」、
ヘルスメイトによる区内保育園の子どもを対象に
「野菜を食べよう！」啓発など、生活習慣病予防
の普及啓発を行った。

保健活動推進員
による

健康チェック

ヘルスメイト による
おにぎりあさひくん人形劇



目指す姿：

11

地域振興課

あさひみらい塾

自治会町内会や地域活動団体、ケアプラ
ザ等の区民利用施設とつながるきっかけ
づくりを目的として、地域デビュー講座「あ
さひみらい塾」を開催しました。

【参加者を公募し12名が参加】
【全６回の講座を実施】



目指す姿：

12

地域振興課

旭区市民活動支援センター「みなくる」

「ミドルのためグッドライフスタイル」講座
参加者人数：延べ６８人

15周年記念イベント「みなくるWEEK」
参加者人数：延べ400人

地域参加のきっかけづくりを目的として、シ
ニア・ミドル世代を対象とした生涯学習講座
を開催しました。また、様々な知識や技能を
生かしボランティア講師として活動する生涯
学習アドバイザーの活動支援をしています。



令和４年度
きらっとあさひプラン
区全域計画振り返り

令和５年度 地域福祉保健推進会議

旭区社会福祉協議会



１）違いや多様性を学ぶ

①福祉教育

様々な関係機関や当事者団体と協働して、

学校等での福祉教育に対応しました。【年間16件】

②ガイドボランティア講座の開催

障害児者の移動を支援するガイドボランティアの技術向上を目的に視覚

障害に関する理解講座を開催し、障害への理解を深める機会にもなりました。

目指す姿１
誰もが、ともに生きるまち

【取組キーワード】
１）違いや多様性を学ぶ
２）支えあう意識の醸成

▲小学校での福祉学習の様子



２）支えあう意識の醸成

①支援者向けの生活困窮者支援研修会の開催 （区と協働事業）

関係機関同士の連携や地域とのつながりづく

りの視点を学ぶ研修会を開催しました。

②善意銀行を通じた支え合いの形を広める

子ども支援に役立てて欲しいという個人寄付を

受けて子どもの未来応援基金を創設し、あさひ

子どもの未来応援助成金を制度化しました。

目指す姿１
誰もが、ともに生きるまち

【取組キーワード】
１）違いや多様性を学ぶ
２）支えあう意識の醸成

▲生活困窮者支援研修会
講師の中島先生からの講義の様子



１）見守り活動『ご近助ほっこり活動』の推進

地区社協を中心に地域の見守り活動の意識を広げていけるよう、地区社協を対
象に見守り活動の講義や取組事例報告、意見交換を行いました。

目指す姿２
みんなが声をかけあえるまち

【取組キーワード】
１）見守り活動の推進
２）孤立防止・社会とのつながりづくり

▲地区社協同士で意見交換を実施▲見守り活動の意義についての講義の様子



区内農家等から野菜の無料提供を受け、民生委

員・児童委員と連携して生活にお困りの方への生活

支援や、地域とのつながりづくりを進めました。

また、R4年度から梱包・発送業務を障害者地域作

業所に委託することで、障害者の社会参加と業務拡

大にも貢献しました。 【支援件数：15世帯】

２）孤立防止・社会とのつながりづくり
①つながり食料支援事業（共催：旭区民児協）

◀ 毎月、民生委員・児童委員を
通じてお届けする食料セット

【取組キーワード】
１）見守り活動の推進
２）孤立防止・社会とのつながりづくり



２）孤立防止・社会とのつながりづくり
②ひとり親世帯向け旭区産野菜無料頒布会
（主催：旭区民児協、旭区社協、協力：JA横浜）

旭区産野菜を無料配布するとともに、子ども向けの工作コーナーやお茶コーナー
を設け、気軽に相談できるような関係づくりを進めました。

【計２回開催、延べ97組参加】

◀頒布会では主任児童委員が
参加者に積極的にお声がけし
ていました。

【取組キーワード】
１）見守り活動の推進
２）孤立防止・社会とのつながりづくり



２）孤立防止・社会とのつながりづくり

③生活にお困りの方向け食品等無料頒布会＆生活相談会

（主催：各地区社会福祉協議会）

地区内でフードドライブを実施、食品・日用品等の無料配布を行いました。

また、来場者のうち希望される方については、民生委員とのつながりづくり

を進めました。 【合計：５地区 参加者合計151名】

▲幅広い世代の方が来場されました。 ▲地区内のフードドライブで集まった物資



目指す姿３
ひとりひとりが、自分らしくいられるまち

１）活動参加のきっかけづくり

・ボランティア入門講座

【３回開催 計11人参加】

・ボランティア・市民活動者向け講座

【1回開催 27人参加】

・幅広い世代へ地域活動を発信するため、

広報紙、ホームページ、SNSを活用しました。

２）参加しやすい活動の場づくり

活動につながりにくい方もできることや得意なこと活かして参加できる活動の

機会づくりをしました。例）食料頒布会のお手伝いボランティア

【取組みキーワード】
１）活動参加のきっかけづくり
２）参加しやすい活動の場づくり

▲区社協広報紙 ▲Twitterでの発信



 

 

 

笹野台地域ケアプラザ 白根地域ケアプラザ 二俣川地域ケアプラザ 

鶴ケ峰地域ケアプラザ 今宿地域ケアプラザ ひかりが丘地域ケアプラザ    南希望が丘地域ケアプラザ  今宿西地域ケアプラザ 

万騎が原地域ケアプラザ  上白根地域ケアプラザ  左近山地域ケアプラザ 川井地域ケアプラザ 若葉台地域ケアプラザ 

令和 4 年度 きらっとあさひプラン 振り返り 

旭区 

地域ケアプラザ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目指す姿１ 誰もが、ともに生きるまち 

   〇 地域資源・課題の可視化 

 相談窓口や自主事業から地域状況を把

握・可視化し５職種で共有しました。また

地域に出向き、得た地域資源を活用し必要

な支援につなげました。 

包括連５職種連携 

民生委員・ケアマネージャー情報交換会 

〇 多様性への理解啓発 

 地域住民や周辺施設、企業、小中学校の

子供や保護者、ジュニアボランティアに向

けて「認知症サポーター養成講座」「人権理

解講座」「福祉教育」等を行い、次世代の担

い手発掘に努めました。 

認知症サポーター養成講座 

福祉教育 

ラジオ体操 

 

チームオレンジ 

 

〇 世代や分野を超えたつながりづくり 

 誰もが集える「サロン」「ラジオ体操」等

のつながりづくり、地域課題の解決に向け

た「移動スーパー」「ガイドボランティア」

「チームオレンジ」などの活動を地域につ

なげ、誰もが住み慣れた地域での生活が継

続できるようコーディネートしました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目指す姿２ みんなが、声をかけあえるまち 

  

移動販売 

 

〇地域福祉保健計画推進の支援 

 様々な手段で得た地域情報から、各地区

の特性に合わせた支援を検討しました。ま

た住民と共に協働し、住民主体での地区別

計画推進に取組みました。 

〇身近な地域での見守り推進 

 地域と連携して、みんなで見守る体制づ

くりを進め、新たに単位自治会など、小さ

なエリアで行う細やかな見守り活動に取組

みました。 

〇地域課題解決に向けた支援 

 住民間の支えあいが強化・発展につなが

るよう、ケアプラザが仲介役となり、地域

ケア会議等を通し、複合的な課題解決に取

組みました。 

生活相談会＆頒布会 

 

地域ケア会議 

不登校の子どもの居場所づくり 

 

支えあい連絡会 

サロンでの出張相談会 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目指す姿３ ひとりひとりが、自分らしくいられるまち 

   〇選択で広がるコミュニティ 

 オンラインでの講座やケアプラザを会場

としたパブリックビューイングの講演会な

ど、発展した ICT を活用し、参加や視聴す

る機会を提供することが出来ました。ま

た、スマートフォンの活用が困難な方に対

して「使い方講座」を開催しました。 

〇身近につながるきっかけづくり 

 地域内の身近な場所を活用し「公園体

操」「サロン」「学習支援」「認知症カフェ」

「移動販売」など健康づくりや介護予防、

子育て支援事業を実施し地域住民が気軽に

集まれるきっかけを作りました。 

〇ボランティア育成と場の創出 

 シニアボランティアポイント登録研修会

の開催や既存の自主事業、地域活動を通し

て関心を持った人が新たな担い手となりま

した。また、ボランティア連絡会を通し、

団体の活動活性化につなげました。 

シニアボランティアポイント講座 

ちょこボラ活動 

お茶のみサロン 

 

認知症カフェ 

きらっとあさひ福祉大会 

スマホ個別相談会 



第４期旭区地域福祉保健計画

区全域計画 中間報告

課題と今後の取組

1



①新型コロナウイルス感染症の影響で、地域活動の縮⼩が⾒られる地区
もあることから、住⺠が集える場や機会を充実させることが必要です。

②幅広い層に情報を周知するために、広報紙など既存の媒体の充実に加
え、インターネットやSNSなどICTを活⽤していくことも必要です。

③⾒守り・⽀え合いの活動が継続的に実施できるよう、地域のニーズを
踏まえた⽀援をする必要があります。

④地域⼈材の発掘・育成を進めていく必要があります。

１ 区全域計画における主な課題

2



①見守り・支え合いの機会づくり

②情報発信の強化・手法の多様化

③地域のニーズを踏まえた活動支援

④地域活動の担い手の発掘・育成

２ 課題を踏まえた取組の方向性

3



・⽀援が必要な⼈に周囲が気づき、⽀援につながる
ネットワークづくりに取り組みます。

・様々な関係組織と連携し、誰もが集える地域の居場所
づくりに取り組みます。

区役所 あさひ⼦育てマルシェや⼦育て⽀援連絡会等の⼦育て⽀援、ジュニ
アボランティア事業、アウトリーチパートナー養成講座 等

区社協 ゆるやかな⾒守り「ご近助ほっこり活動」⽀援、⼦ども⽀援研修会
の開催、つながり⾷⽀援事業、⾷料等無料頒布会 等

ケアプラザ ⽀援機関や学校、地域等の連携による様々なネットワークづくり・
集いの場づくり（地域ケア会議、認知症カフェ等のサロン、チーム
オレンジ 等）

３ 今後の取組（①見守り・支え合いの機会づくり）

4



・従来の紙媒体に加え、インターネットやSNS等も活⽤
し、様々な世代に届く情報発信を⾏います。

区役所 ＳＮＳを活⽤した事業・制度の広報、オンライン講座
の実施、情報発信強化に向けた調査 等

区社協 地区社協広報紙の充実⽀援（研修会開催等）、
ホームページやＳＮＳを活⽤した地域活動の発信 等

ケアプラザ ヨコハマ地域活動・サービス検索ナビの活⽤、オンライ
ンツール・スマホ教室の開催 等

３ 今後の取組（②情報発信の強化・手法の多様化 ）

5



・地域活動が継続的かつ活発に⾏われるよう、運営や
広報など様々な⾯で⽀援します

・地域のニーズに合わせた連携先との調整やコーディ
ネートに取り組みます。

区役所 移動販売・移動⽀援の⽴ち上げ⽀援、あさひのつながり応
援補助⾦、地区別⽀援チームの研修 等

区社協 区社協助成⾦による団体の⽴上げ・継続⽀援、会員組織
ネットワークを活かした連絡会等の開催（⼦ども⽀援活動
団体連絡会）等

ケアプラザ 各種活動の⽴ち上げ⽀援、場の提供、広報による⽀援 等

３ 今後の取組（③地域のニーズを踏まえた活動支援）

6



・地域活動を始めるきっかけとなる研修の実施や
⼈材と活動の機会のコーディネートに取り組みます。

区役所 旭区市⺠活動⽀援センター（みなくる）による相談・
コーディネート、気軽に参加できる講座開催、区⺠利⽤
施設との連携 等

区社協 ボランティア講座開催、区⺠活動⽀援センターとの連携、
ホームページ等によるボランティア活動情報の発信等

ケアプラザ ボランティア講座やボランティア連絡会の開催、シニア
ボランティアポイント登録研修会 等

３ 今後の取組（④地域活動の担い手の発掘・育成）
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